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アダルトに潜む
ストリーミングの可能性

タケサト：これまでさまざまなストリーミン

グの話をしてきて、いろいろと見えてきた

部分もありますが、果たしてそれが商売と

して成り立つのかという話はしていなかっ

たと思います。今回は「儲かるコンテンツ」

について考えてみましょう。

アネハ：よく「ストリーミングはB2Bの形で

しか儲からない。消費者向けのコンテン

ツ販売は無理だ」ということを聞きますが、

果たしてそれは本当なんでしょうか。

タケサト：たしかに、アダルト以外のストリ

ーミングコンテンツに直接課金して儲かっ

ているという話は聞きませんね。

アネハ：「アダルトでも儲かっているのは

KUKI（A）だけだ」ということを聞いたこと

があります。そこでその秘密を探るべく

KUKIにも取材したところ、いくつかの重

要なキーワードをつかみました。間違いな

く言えるのは、「裸ならすべて儲かるわけ

ではない」ということ。儲かるのにはそれ

なりに理由があるのです。

タケサト：ただ、アダルトはコンテンツその

ものがストリーミングに向いているという

面もありますね。たとえ、1時間のコンテン

ツでも1時間みっちりと見る必要がない。

好きなところだけを見られますから。

アネハ：KUKIは「ヌければいいコンテン

ツ」と言っていましたが（笑）、要するにス

トーリー性が重視されないので、パソコン

の前に拘束されない。これが1つのポイン

トです。「パソコンで見るのはダメ」という

前に、「パソコンでも見られる手軽なコン

テンツを考えよ」ということでしょうね。

タケサト：それから、アダルトというジャン

ルの特殊性がインターネットに向いている

ことにもあらためて気付かされました。

KUKIでは会員の3割が外国からのアクセ

スだそうです。アダルト系コンテンツの倫

理規定が厳しい国では日本のアダルトビデ

オは輸入できない。だから、インターネッ

ト経由で見たがる人がいるという話です。

アネハ：そうですね。たとえばノーカット

OKと思われている米国でも、「セーラー服

を着て縛られている」といったコンテンツ

はNG。幼児虐待とか性差別とか、意外に

外国のほうが厳しいことが多い。それでも

見たい人たちが「日本のあのサイトなら見

られる！」ということで集まるのです。

タケサト：だから、KUKIでは韓国語や英

語のメニューも用意されていたワケです

ね。おそらく、初めから予想していたワケ

ではないでしょうが、そういう切り口でサ

イトを作るのもおもしろいですね。

ストリーミングは商品ではない

タケサト：では、それをどうお金に結びつ

けていくかという話に行きましょう。これ
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までストリーミングで成り立っている会社、

たとえば世界一のダウンロード数を誇る

「Danni's Hard Drive」（B）にしても、

KUKIにしても、会員制で、ストリーミング

の各コンテンツに対して課金するペイパー

ビューの方式はとっていません。ここにも

成功の秘訣があると思います。

アネハ：このあたりは「所有欲」とも関係し

てくる話だと思います。たとえば、「ビデオ

テープを1本買った」なら、自分の手元に

パッケージが残る。それがデジタルになる

と、「持っている」という感覚が希薄になり

ますよね。それでも、「ダウンロードした」

なら、自分のハードディスクに残るわけで、

かろうじて所有欲は満たされます。

タケサト：ところがストリーミングの場合、

いくら払っても、いつまでたっても実体は

ネットワークの向こう側にしかない。たし

かに、納得がいかない感じがしますね。

たてまえとしては、データがどこにあって

も関係なくアクセスできるのがネットワーク

のいいところですが、消費者の心理は、そ

う単純じゃありませんよね。

アネハ：どんなにすばらしいコンテンツで

も、ストリーミングで1本いくらというのは

なかなか難しいと思います。KUKIへの取

材では、「ストリーミングだけを切り出して

売るのはおかしい。ユーザーは文字、音

声、グラフィック、いろいろな要素で楽しめ

ればいい」という話がありました。そのと

おりだと思います。モチベーション的には

動画を楽しみたい部分が大きくても、1つ

のコンテンツのためにお金を払うユーザ

ーはそれほど多くない。会員になって、他

のコンテンツもすべて見られるほうがずっ

とうれしい。また、多くの場合、会員にな

るとユーザーサポートが受けられます。ま

だまだストリーミングは面倒な技術ですか

ら、コンテンツを売りっぱなしにされるよ

りもはるかにいいでしょう。

ユーザーを遠ざける
強引な権利主張

タケサト：先程、ストリーミングとダウンロ

ードの話が出ましたが、ここで注目される

のがDRM、つまり著作権管理の話です。

ダウンロードだと著作権管理が難しいから

ストリーミングにするという話も聞きます。

アネハ：それも厳密な意味では間違いで、

ストリーミング映像を保存できるツールも

あるし、ストリーミング再生したものをアナ

ログ出力してビデオ録画だってできます。

タケサト：だからこそ、DRMの技術が重要

になってくるのですが、ユーザーにとって

は面倒な作業が増えるケースが多いです

よね。ユーザーだけじゃなくて、サイト運

営側にとっても面倒だと思います。

アネハ：となると、たとえセキュリティーが

弱いとしても、サイトそのものにパスワード

をかけるほうが楽ですね。DRMももっと

openArt 
www.nifty.com/eArtist/openArt/

●●S
Aneha's Recommend
アネハノオススメ

いわゆる自主制作映画などの作品を募集
し、公表する参加型のコミュニティーサイ
ト。さまざまなジャンルの作品を見られる
が、すごいレベルの人たちもいるものだ。
また、参加型にありがちな雑然とした感じ
はなく、きちんと整理されている。このサ
イトのどこかに私がいるハズ。
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成熟して、ユーザーに負担を強いないも

のであればいいのですが、今のままの技

術では「コンテンツ課金」はやはり難しい

と思います。

タケサト：権利関係といえばもう1つ、肖像

権などにおいてもアダルトには特徴があり

ますね。権利は販売会社にあるため、ビ

デオで販売したものを簡単にウェブで公開

できるわけです。

アネハ：ある意味ではヒドい世界ですが、

普通のテレビ番組をストリーミングしようと

したら、それぞれのタレントのプロダクシ

ョンやらレコード会社やらに、権利の承諾

をとるだけで大変なことになってしまう。

コンテンツで儲けるための5か条

タケサト：ここまでアダルトのことばかり話

していましたが、要は「アダルトだから儲か

っているのではない。たまたまアダルトが

スイートスポットだった」ということだと思

います。ここを声を大にして言いたいです

ね。ここで、少しポイントを挙げてみまし

ょう（C）。①については、まあ映画やドラ

マ以外は何でもイケると思います。ちょっ

と月並みですが、短いものでいえばミュー

ジッククリップ、コメディー、ショートフィル

ム……といったところですね。

アネハ：②については、以前、読売テレビ

の方からおもしろい話を聞きました。読売

テレビのサイトでは有料コンテンツの「稲

川淳二の恐ーい話」（D）が、大人気だが

「ストリーミングの粗い画像が恐さを増幅さ

せているかも」ということでした。美し

い＝いいとは言い切れない世界もあるとい

うことを忘れてはいけないと思います。

タケサト：③のインターネットでしか見られ

ない付加価値については、代表的なとこ

ろでは映画やテレビ局のメイキングビデオ

などを当てはめられると思います。

アネハ：それと、海外からのアクセスをタ

ーゲットにできるもの、つまり「ある国では

見られない」ものを積極的に導入すること

も考えられますね。このあたりは法律を調

べないとなりませんが。

タケサト：④と⑤は、意味的には同じだと

思います。単独でストリーミングを商売に

せず、サイト全体をインタラクティブな仕組

みにするということ。無理してストリーミン

グコンテンツ自体をインタラクティブにする

必要はないんです。そういえば、もう1つ、

大事なポイントがありました。「地に足がつ

いた商売をする」ですね。KUKIの人も、

「利益は出てるが、それほど儲かっている

わけではない。普通に商売としてのコスト

を計算しているだけ」と言ってました。

アネハ：ブロードバンドだ、ストリーミング

だというと、突然何億とか言い出す人がい

ますが、夢を見過ぎるなということですね。

これはストリーミングだけでなく、世の中全

体への警告として捉えてもよさそうですね。
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Car@now 
www.carnow.com

F●●
Takesato's Recommend
タケサトノオススメ

紙面にビデオは入れられない。テレビに
文字がたくさんあるのは一般的ではない。
そんななかで、専門誌の情報量とインター
ネットのスピード、検索性やコンテンツの
リンクと視聴履歴を兼ね備えたこのサイ
ト、カーマニアだけの楽しみにしておくに
はもったいない。

D

C

YTV Interactive 有料コンテンツ
www.ytv.co.jp/special/

①ストーリー性が重視されない手軽なコンテンツを扱え

②クオリティーよりも見たいという動機付けに注力せよ

③「インターネットならでは」を考えよ

④ストリーミングコンテンツを単体で売ろうとするな

⑤コミュニティーサポートを大切にせよ
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Danni's Hard Drive
プレジデント ダニー・アッシュ

www.danni.com

キーワードはファンとの交流

95年からアダルトサイトを運営している

Danni's Hard Drive。ファイルのダウン

ロードで世界一のギネスレコードを持つ

ことでも有名だ。その社長兼トップモデル

のダニー・アッシュ氏に有料オンラインサ

ービスのポイントを聞いた。

注目したいのは、最初からビジネスを目

的としてスタートしたのでなく、最初は彼

女のファンを中心としたコミュニティーサ

イトがトラフィックを生み、商用サイトにな

ったこと。現在は彼女以外にも多くのモ

デルが掲載されているが、いまでも基本

はファンとモデルのコミュニケーションに

あるという。そのため、トラフィックの増加

のみに腐心している他のサイトとは異な

り、儲け一辺倒のだましや課金を一切せ

ずにユーザーの利便性を追求していると

ころが、逆に大きなリピーター率につなが

っている。繰り返しファンに見てもらえる

ようにストリーミングを使ったライブやそ

のアーカイブ、チャットでモデルへのリク

エストができるプログラムも定期的に用意

されている。一方、本人がプレイボーイ

誌などでモデルをしていた経験から、モ

デルへの支払いも、決まった収入しか得

られない雑誌とは異なり、継続的な収益

を確保できるように考慮しているため、モ

デルも安心して参加できるのだという。

世界規模のサービスから
システム販売への転換も狙う

早期から大量のトラフィックをさばくた

め、かなりの部分を自分たちで開発する

必要があったが、現在でもより質の高い

サービスに向けてシステムへの投資は続

けているという。同社のスタッフにはSGI

出身の技術者がおり、一部のコンテンツ

では少ない帯域でもきれいな動画が見れ

るようにMotion JPEGをベースとした独

自開発のビデオで配信を行っている。通

常は映像と音声の両方の質を重視する

が、ファンの要望に応えて画質優先で作

ったのだそうだ。

また、毎月フリーのストリーミングビデ

オがアップデートされているが、ユーザー

の負担を考えて、必ず短いダウンロード

用のムービーも用意している。しかも、

こうしたビデオファイルには暗号化がされ

ていない。他社が自分たちのコンテンツ

を使ってサービスを提供する場合は警告

するが、現在のDRMは使い勝手が悪くユ

ーザーフレンドリーでないため採用する

予定はないという。

今後も「さまざまな機能を追加して

Danni's Hard Driveというブランドを広

げていきたい」とのことだ。日本や他の国

でのサービス開始について聞いたところ、

かつてコンテンツ提携の話も出たが、言

語や生活習慣の違いなどがあり難しいよ

うだ。これからは巨大なトラフィックを生

み出している同サイトの運営経験を生か

して、現在のシステムの外販も考えている

という。有料サイトの先駆者である彼女

は、常に魅力的なサイトについて考えな

がら一歩先のビジネスを見越している。

（タケサト）

BOOSTING PERSON

ユーザー満足への奉仕が

高いリピーター率を作る

photo : Watari Tokuhiro
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